
（別紙３）

～ 令和　７　年　12　月　20　日

（対象者数） 18人 （回答者数） 7人

～ 令和　７　年　12　月　20　日

（対象者数） 9人 （回答者数） 5人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・卒業後の進路に向けた取り組みや、社会で生きていく力を

身につけるための支援を充実させていきたいと考えています

・ライフステージの切り替えを見据え、将来的な移行に向け

た準備を行ていきたいです

2

「自分の意見が形になる」という成功体験につなげること

で、主体性や自己肯定感の向上を図っていきます。一方で、

安全面や集団活動としてのバランスも踏まえ、職員間で十分

に検討したうえで取り入れる体制を整えていきます

3

・個々の必要に応じて、学校、相談支援専門員、障害福祉

サービス事業所等とサービス担当者会議や日々の連絡調整を

強化していきたいです

・秋祭りや茶話会以外にも、定期的に保護者同志が交流を持

てる機会を設けていきたいです

　

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

まずは他害行動の背景にある要因（感覚過敏、コミュニケー

ションの困難さ、要求の伝達手段の不足等）を丁寧に分析

し、支援計画の見直しを行います。他害行動が起こる前兆に

着目した予防的関りも徹底し、児童の安心や成功体験につな

げていきたいです

2
来年度はペアレントトレーニングの研修年間計画を立て、事

業所として取り組んでいきたいです

3
夏祭りやクリスマス会などの季節の行事の案内をお渡しし、

施設内の様子を知っていただく機会を設けていきたいです

他害のある児童の居場所作りに取り組んだものの、行動の安

定には至っていません

児童ごとの特性や行動の背景に対するアセスメントが十分に

深まっておらず、環境設定や関わり方が個別最適化されてい

なかった可能性がある

月１回臨床心理士の保護者相談会を実施しペアレントトレー

ニングを行っているものの、一部の保護者に過ぎない現状が

ある。保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対し

てペアレント･トレーニング等の支援を行うことが求められ

ると感じている

ペアレントトレーニングに関する知識や技術習得の機会が事

業所として得られていないことが要因として考えられます

事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業

運営を図ることができていません

地域柄ご近所付き合いがなく、お声掛けをするのが難しい状

況です

子ども達の意見や思いを尊重し、子ども達の「○○したい」

という意見を活動内容に反映させています

単に意見を聞くだけではなく、日々の関りの中で子ども達が

あんしんして発言できる環境づくりを大切にし「やってみた

い」「こうしたい」といった声を引き出せるよう意識的に支

援を行っています

ご家族が安心して子育てができる環境づくりを支援します。

保護者のお仕事の都合で、営業時間外の送迎のご要望にも柔

軟にお応えしております

・送迎時や連絡帳、メール、電話やLINE、面談での相談対応

・家庭環境に応じた対応

・臨床心理士による相談会

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

子どもが能力を発揮して生きていけるように、個性の異なる

子ども達が「お互いを認め合いながら育つ」という関係性を

育んでいけるよう支援しております

・障害特性に合わせた対応に取り組んでいます　　　　　・

休日や長期休暇に、公共の機関や公共の施設に行くために、

子ども達が自ら計画を立て、準備し、実行していけるよう促

しています

○事業所名 児童デイサービス芳泉　大治

○保護者評価実施期間 令和　７　年　11　月　14　日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 令和　７　年　11　月　14　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和　８　年　3　月　12　日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表


